
上信越高原国立公園 

菅平宿舎 変更 

８４．菅平宿舎【変更】 

区域面積：未決定→90ha 

宿泊者数：未決定→13,000人／日 

執行者 ：民間 

第２種特別地域、普通地域（民有地） 

 平成19年の再検討で集団施設地区を削除し、単独施設（宿舎）に振り替え 

 しかし、公園事業の歴史が古く、事業規模が未決定 

 事業規模（面積、宿泊者数）を決定し、宿舎事業の適正な管理を図る 

 →現状の執行規模を踏まえ、決定規模を設定 

群馬県 菅平宿舎 

菅平宿舎 



上信越高原国立公園 

万座索道運送施設 決定 
路線距離 ：0.4km 

最大輸送量：1,200人／時 

執行予定 ：民間 

６９．万座索道運送施設 【決定】   

第２種特別地域（環境省、私有地→民間借地） 

 既設リフトを活用し散策利用者の利便性向上 

 ヤナギラン群生地での空中散歩 

 冬期のスキー利用に加え、夏期に冷涼な高標高域へ誘導 

群馬県 

万座索道運送施設 

冬期以外の新たな利用形態 

索道利用者数 
約93,720人／年 

 



６９．万座索道運送施設 【決定】   

 既存施設の把握（スキー場のリフト）  

既設リフトを索道として設定 

 標高 ：起点1,682m 終点1,762m 

 斜距離：327m 

 搬器数：61台（2人乗り） 

 利用見込み：11,082人（7～9月） 

路線距離：0.4km 
最大輸送量：1,200人／時 



和歌山県 

奈良県 

三重県 従前の区域 

拡張区域 

熊野ＲＯ 

田辺自然保護官事務所 
（平成27年5月開所） 

吉野ＲＯ 

吉野熊野国立公園 
和歌山県海岸地域の 
公園区域拡張等に伴う 
決定及び変更 

吉野熊野国立公園 和歌山県海岸地域の公園区域拡張に伴う整理 

決定 
１７件 

変更 
１件 

拡張域に係る区間の追加 

 
・近畿自然歩道線道路（歩道） 

１８件 

・ひき岩群園地 
・天神崎園地 
・千里の浜園地 
・埴田崎園地 
・番所山園地 
・権現崎園地 

・千畳敷園地 
・三段壁園地 
・シガラミ磯園地 
・黒島園地 
・江住園地 
・里野園地 

・大勝浦園地 
・樫野崎園地 
・双島園地 
・志原宿舎 
・番所山博物展示施設 

公園区域の拡張等に伴う決定 

北から順に説明 



吉野熊野国立公園 

千里の浜園地 

 高磯から目津半島の間に位置する、延長1.5km、幅約100mの美しい砂浜海岸 

 アカウミガメの本州最大の産卵地として県の天然記念物に指定 

 海食崖地形とウバメガシの二次林が見られ、良好な海岸景観 

決定 
第１種特別地域、第２種特別地域、第３種特別地域（国有地、町有地、民有地） 

９４．千里の浜崎園地【決定】 

区域面積：9.0ha 

執行予定：みなべ町、民間 

広場 

千里の浜園地 

既存施設の把握 

千里の浜の景観 



既存施設の把握（公衆便所、園路、
駐車場、広場、シャワー棟） 

９４．千里の浜崎園地【決定】 

研修棟 

公衆便所 

シャワー棟 

 海岸景観を楽しむための園路や、アカウミガメの産卵等に係る環境学習の場として
の利用に資する駐車場、公衆便所、海水浴客のためのシャワー棟が整備されている 

 これらを活用することで、安全で快適な利用の増進及び自然保護思想の普及啓発が
図られる 

 

 

区域面積：9.0ha 

執行予定：みなべ町、民間 

駐車場 ウミガメ観察参加者数 
約1,220人（7～9月） 



吉野熊野国立公園 

埴田崎園地 

 南部湾南端付近の海岸に位置 

 起伏の少ない平磯が広がっており、２つの小島が砂州で連結した鹿島が展望で
きる 

 近接地の国民宿舎紀州路みなべやダイビングと併せた利用が多い 

決定 
第３種特別地域（町有地） 

９５．埴田崎園地【決定】 

区域面積：0.3ha 

執行予定：みなべ町 

埴田崎園地 

景観（鹿島） 

海岸景観 

既存施設の把握 



既存施設の把握（公衆便所、園路） 

９５．埴田崎園地【決定】 

公衆便所 

園路 

海岸景観 

 鹿島や平磯等の海岸景観を楽しむための園路、公衆便所が整備されている 

 これらを活用することで、安全で快適な利用の増進及び自然保護思想の普及啓発が
図られる 

 

 

 

区域面積：0.3ha 

執行予定：みなべ町 

隣接する国民宿舎 
宿泊数：約22,000人／年 



吉野熊野国立公園 

天神崎園地 

 田辺市街地西側近傍に位置しており、ナショナルトラスト運動の先駆けの地と
して知名度が高く、市街地の近傍に貴重な自然が残されている 

 内湾性、外洋性の様々な海洋生物が生息する自然観察の適地 

 湿地にはチゴザサ群落、平地部には食虫植物のモウセンゴケ群落がみられる 

決定 
第１種特別地域、第３種特別地域、普通地域（国有地、県有地、市有地、民有地） 

９３．天神崎園地【決定】 

区域面積：19.2ha 

執行予定：田辺市 

天神崎園地 

既存施設の把握 

景観 

観察歩道 



既存施設の把握（駐車場、公衆便所、園路） 

９３．天神崎園地【決定】 

園路 

駐車場 

 天神崎周辺の海岸景観や植物観察を楽しむための駐車場や園路、公衆便所が既整備 

 これらを活用し、安全で快適な利用の増進及び自然保護思想の普及啓発を図る 

区域面積：19.2ha 

執行予定：田辺市 

公衆便所 

自然観察会（地元民間団体） 
参加者数：約900人／年 

磯の観察会 



吉野熊野国立公園 

ひき岩群園地 

 田辺市街地の北側山地に位置 

 砂岩層の奇岩が天空を仰ぐ景観が非常に特徴的であり、ヒキガエルの姿に似ること
から「ひき岩」の名がついた 

 岩質基盤のため植生は貧弱であるが、サイゴクホングウシダ、キイジョウロホトト
ギス等貴重な植物がみられる 

 

決定 
第１種特別地域、第３種特別地域、普通地域（国有地、県有地、市有地、民有地） 

９２．ひき岩群園地【決定】 

区域面積：85.8ha 

執行予定：和歌山県、民間 

園路 

ひき岩群園地 

既存施設の把握 

ひき岩群景観 



既存施設の把握 
（休憩所、駐車場、園路、公衆便所等） 

９２．ひき岩群園地【決定】 

休憩所 

公衆便所 

 ひき岩群周辺の景観を楽しむための園地として整備 

 自然環境の解説、環境学習の場として利用される自然公園センターや園路等が整備
されており、これを活用することで、安全で快適な利用の増進及び自然保護思想の
普及啓発が図られる 

 

区域面積：85.8ha 

執行予定：和歌山県、民間 

四阿 

観察広場 

ふるさと自然公園センター 
利用者数：約15,000人／年 



吉野熊野国立公園 

番所山博物展示施設 

 田辺湾の入り口に突出した岬に位置 

 南方熊楠記念館では、世界的な博物学者であり、熊野地域の自然保
護思想に大きな影響を与えた南方熊楠についての解説や各種展示 

 近接する番所山園地と併せた利用による環境学習の場 

決定 
第２種特別地域（民有地） 

１０８．番所山博物展示施設【決定】 

区域面積：0.1ha 

執行予定：民間 

番所山博物展示施設 

南方熊楠記念館 

風景 

既存施設の把握 

南方熊楠記念館 
利用者数：17,200／年 


